
（別紙）

以下⻩⾊セルに、 「対象⾞両台数」 と 「実施運賃平均改定率」 を⼊⼒してください

➡　 計算シートにより算出した「対象⾞両台数」①を、以下の『対象⾞両台数』へ、

　　　　　　　　　　　　　　  「平均改定率」②を、以下の『実施運賃平均改定率』へ⼊⼒してください。

　　　　・ 対象⾞両台数  台

　　　　・ 実施運賃平均改定率  ％

　↓　上記項⽬の⼊⼒により、補助⾦額が算出されます。

《１》　上記平均改定率に伴う燃料費⽀援単価［円/L］
↓実施運賃平均改定率

 %

《２》　《１》により算出した単価（①）から、「１台あたり補助単価［千円/台］」を算出

　　【　補助⾦額　】

※ 上記にて算出された申請⾦額を、『補助⾦交付申請書(様式第７号)』の３.申請⾦額㋓へ記入してください
　　（⼊⼒内容は、以上になります）

※本様式は、⾼速バス・空港バスを運⾏するバス事業者のみ提出が必要な様式となります

〔⾼騰価格〕 〔基準価格〕

旅客の運賃の改定に関する調書（第２期⽤）　　【 ⾼速バス・空港バス関係 】

⾼速バス・空港バス路線を運⾏する⾞両に関して、あらかじめ計算シートへの⼊⼒によって算出した、
「対象⾞両台数」 、 「実施運賃平均改定率」 を⼊⼒してください。
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改定した額のうち、燃料費⾒合いを控除した額を補助額として算出
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（補助要件）
◎ 道路運送法第３条第１号イに規定する『⼀般乗合旅客⾃動⾞運送事業』にかかる⾞両
（ 「定期観光運送」を除く ）

● 路線バス事業等の⽤に供されるもの
● ⼤阪府の区域内に所在する営業所に配置されているもの
● ⾃動⾞検査証に記載された 「使⽤の本拠の位置」 が府の区域内となっているもの

⾃動計算により算出された申請⾦額（千円）について、

『補助⾦交付申請書（第２期⽤）(様式第７号)』 の３．申請⾦額㋓へ記⼊してください。

● 『計算シート（まとめ）』 により算出された
「対象⾞両台数 総計」 を 対象⾞両台数 に⼊⼒してください。

● 『計算シート（まとめ）』 により算出された
「平均改定率」 を 実施運賃平均改定率 に⼊⼒してください。

記載例


